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2011 年 2 月 18 日に、オランダ・ニーメゲン Radboud 大学
Foundations of Mathematics and Computer Science 講座長 Henk 
Barendregt 教授と、カナダ・トロント大学心理学部 Gerald C. 
Cupchik 教授をお招きし、講演していただいた。Barendregt 教授
は、ラムダ計算とタイプ理論に関する情報科学の世界的な権威と
して知られている。今回の講演では、近年 Radboud 大学メディ
カルセンターと共同で行っている Mind-Brain and Mindfulness 
Meditation Research Team での心の統合的な認知神経モデルの研
究について、ご自身がインストラクターも務めておられる仏教瞑
想の話題にも触れながら論じられた。また、感情の心理学研究を
含む広範な分野で活躍する Cupchik 教授は、ご自身が長年取り組
んでおられる感情の一般理論の心理学研究から、宗教的経験や美
的経験について論じられた。

両講演の前には、渡辺茂教授と宮坂啓造教授から本セミナー
の開催趣旨について、また、心理学、認知神経科学、文化人類学
などの観点からの宗教的経験の研究について導入的なお話があっ
た。本セミナーは、本グローバル COE の拠点場所である三田キャ
ンパスが入試期間中で使用できなかったため、急遽、信濃町の医

学部キャンパスでの開催となったが、心配をよそに当日は多くの
方々の参加があった。また講演後には発表者とフロアとの間での
活発な議論が、司会の岡田光弘教授が窮するほど予定時間を超え
るまで交わされていた。

（佐藤有理）

On February 18 2011, Professor Henk Barendregt and Pro-
fessor Gerald C. Cupchik gave lectures on the themes re-
lated to brain and religion. We had fruitful discussions 
from psychological, anthropological, and philosophical 
viewpoints.

拠点全体シンポジウム Future Trends in the Biology of Language
が、2011 年 3 月 9・10 日の二日間、三田キャンパス・北館ホール
にて行われた。「言語の生物学」というタイトル通り、言語学のみ
ならず、進化、遺伝、神経科学など多方面から、最新の研究成果
や現在進行中の研究が発表された。

一日目午前の Genetics of Language のセッションは、拠点メン
バーの安藤寿康教授が先陣を切って、双生児の「かな」の獲得に
おける、遺伝子の影響の発現時期について報告した。次いで、国
際医療福祉大学の桃井隆教授が、人の言語障害に関係している
FOXP2 遺伝子をノックインしたマウスでは、コミュニケーショ
ン手段である Ultrasonic vocalization に障害が出ることを報告し
た。午前最後の講演では、Harvard Medical School & University 
of MinhoのDr. Ana Pinheiroが、遺伝子欠損による障害であるウィ
リアムズ症候群の言語能力について、先行研究に疑問を投げかけ
るデータを発表した。

午後の Evolution of Language のセッションは、北陸先端科学
技術大学の橋本敬教授の、言語進化に関するシミュレーション研
究と、日本人成人を対象とした行動実験の紹介で幕を開けた。東
京大学の岡ノ谷一夫教授は、鳥やげっ歯類などのデータから、文
法や意味が、種々の segmentation というプロセスを経て進化し
たとする説を展開した。最後に、Catalan Institute for Advanced 
Studies の Cedric Boeckx 教授が、人間言語に特異的だとされる
recursion（再帰）をさらに decompose すれば、通常の進化学の
手法で言語進化を研究できるという展望を紹介した。

2 日目午前の Neuroscience of Language セッションは、事象関
連脳電位（ERP）のデータが続けて紹介された。まず、拠点の尾
島司郎特別研究助教が、外国語の学習が母語に対して良い影響を
与える可能性を示すデータを紹介した。次に、Bangor University
の Guillaume Thierry 教授が、バイリンガル話者では、その時
に使われてない方の言語も自動的に脳内で活性化されていると
いうデータを提示した。最後に、McMaster University の John 
Connolly 教授が、脳損傷や脳卒中によって植物状態に陥ったと考
えられる患者でも、ERP を用いて意識があることを確認すること
ができることを例示した。

シンポジウム最後のセッション Acquisition of Language で
は、拠点メンバーの今井むつみ教授が、感覚に根ざした sound 
symbolism が幼児の単語の学習を助けることを示すデータを提
示した。明治学院大学の佐野哲也教授は、日本語の文における

scrambling と topicalization という二種類の統語的依存関係の違
いが、未就学児の脳内文法にも組み込まれていることを示すデー
タを紹介した。最後に、拠点メンバーの大津由紀雄教授が、「しり
とり」を利用した実験により、かなり年齢の低い子供からもメタ
言語意識に関するデータが得られることを紹介した。

ディスカッサントの東北大学・大隅典子教授は、言語の生物学
に魅了される自分がいるとしつつも、言語学と遺伝子研究の間に
は未だ非常に大きなギャップがあると総括した。

シンポジウム全体を振り返ると、言語の自律性という、一つの
隠れテーマが浮かび上がる。チョムスキーの生成文法を中心とす
るこれまでの理論言語学は、敢えて極論するなら、言語を他の認
知機能とは違う特別な物として捉えてきた。FOXP2 やウィリア
ムズ症候群は、かつてそのような考えの証拠として解釈されたが、
シンポジウムで提示されたデータは、他の認知機能との繋がりを
支持すると解釈できた。言語が特別であることの最後の砦である
recursion（再帰）さえも、さらに decompose すれば特別な認知
能力ではなくなるという。言語生物学の Future Trends は、言語
の自律性よりも、他の認知機能との連続性を強調する方向にある
ことを感じさせられた。

シンポジウムの翌日には東日本大震災が起こり、海外からの招
待講演者の帰国が困難になったが、4 人とも不満を述べることな
く落ち着いて対応してくれたことは救いだった。開催１か月前に
は、アメリカからの招待講演者がラボを首になり、発表をキャン
セルした。急なピンチヒッターを受け入れてくれた Dr. Pinheiro
は、手違いにより成田到着が発表 3 時間前になるトラブルを乗り
越え、見事な発表をしてくれた。彼女を含め、企画者の意図に快
く従って、シンポジウムを形作ってくれた講演者は、本当のヒー
ローである。	 （尾島司郎）

On the 9th and 10th of March, 2011, our centre hosted an 
international symposium entitled Future Trends in the Bi-
ology of Language, in which renowned researchers were 
invited from both within and outside Japan to present their 
ongoing research on the genetics, evolution, neuroscience, 
or acquisition of language. One trend that emerged from 
the symposium is to deemphasize the uniqueness of hu-
man language and focus more on the continuity between 
language and other cognitive abilities. This trend may be 
one possible future direction for multidisciplinary research 
institutes like ours.

韓国と日本ではソウル大学と慶應大学を中心に、西洋古代哲学・
古典学の分野で 2006 年から学術交流を続けており、ソウルと東京
とで毎年交互に研究会を開いてきた。今回は人文 GCOE 主催で、
2011 年 2 月 23・24 日に「古代ギリシア・ローマの哲学とレトリッ
ク」というテーマでシンポジウムを開催した。韓国からはカトリッ
ク大学のLee Chang-uh教授、ソウル大学のAhn Jaewon研究員と、
同大学大学院生 Lee Se Woon 氏に参加いただき、古代哲学の中で
も近年研究が進んでいるヘレニズム哲学と古代レトリックに焦点
を当てて、活発な報告と議論を行った。

まず、Lee Chang-uh 教授がストア派によるプラトン『ティマイ
オス』解釈を議論し、続いて、秋田大学の近藤智彦講師が古代懐
疑派カルネアデスの議論を検討した。日韓を代表する（数少ない）
ヘレニズム哲学の専門家による最新研究に、新たな問題関心の拡
がりを共有できた。古代レトリックのテーマでは、Ahn Jaewon
研究員がキケロ初期法廷弁論に見られる「フマニタス」理念を検
討し、堀尾耕一氏によるニーチェによる古代修辞学研究の分析、
そして Lee Se Woon 氏によるキケロ『トピカ』の「トポス」概念
の検討という三つの本格的な発表がなされた。日本ではレトリッ
クの歴史について研究がたち後れており、今後韓国との協力、と
りわけ Ahn 氏ら若手との学術交流が重要となる。レトリックの
セッションでは東京大学の高田康成教授にも参加いただき、当分
野の研究発展に期待が寄せられた。

また本シンポジウムは、アジアでの西洋古代哲学研究を意識し
た企画を行い、慶應の大学院文学研究科でアウグスティヌスを主
題に修士論文を書いた李博君と、エストニアから慶應に留学して
日本語とギリシア哲学を学んでいるマルト・ポデル君によるプラ
トン哲学研究を共に英語で報告してもらい、国際色豊かな催しと
なった。2010年夏の国際プラトン学会の第9回大会を慶應三田キャ
ンパスで開催したことに代表されるように、アジア圏での西洋古
代哲学研究は近年目覚ましい成果を挙げており、「論理と感性」研
究を含む哲学分野の活性化に寄与している。日韓の若手研究者を
中心に、今後もより豊かな研究交流が促進されることを期待した
い。	 （納富信留）

The International Symposium “Philosophy and Rhetoric 
in Ancient Greece and Rome” was held on 23–24 Febru-
ary, 2011, with 3 guest-speakers from Korea, on the 
themes: “Hellenistic Philosophy” and “Ancient Rhetoric”.
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